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ありんこだより

2019年のゴールデンウィーク

2019年のゴールデンウイークは、全国的には10連体となるところも出てきそうです。
こんなに長い連体は、なかなかありません。これは2019年1度だけのものであり、事業所
としてはいろいろと悩みましたが、やよいのあかりでは、4月 28日 (日 )から5月 5日 (日 )ま
での8日を体業日とすることにしました。6日 (月 )は、振替休日ですが、やよいのあかりは
営業日といたします。

私たちNPO法人ありんこは、設立の当初から、お盆、年末年始の体業日を設けています。
それは、第一に、家族や親せきが集まるときには、ぜひ利用者のお子さんたちも家族の一
員として一緒に過ごしてほしいという思いからです。今は働き方や、家族の在り声も多様
化していますが、多様化しているからこそ、そのような古い時代の家族の在り方をして欲
しいと願う事業所があつてもよいのではないかと、頑なに(意固地に)思う理事長です。ぜ
ひご理解を頂きたいと思います。

おわび
ゴールデンウイー例 ま職員

も長期 の体み になります。家

族 サ ービス、自 己研 鑽 な ど、

有 意 義 に過 ごし、休 み 明 け、

元気に出動してほしいです。「ありんこだ より」詈数の誤 りを訂正

いたします。1月 分、2月分の号数 に誤り

がございました。

3月分 は 第 24号とな ります 。2月 分

は第 23号、¬月分 は第 22号です。

この様な誤りが今後起きないよう、発行前の確認 の徹底

と再発防止 に取 り組んでまいります。

3後ともどうぞ よろし<お願いいたします。
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卒業を前 に思うこと

2年前 、 学校 に行 って 資

格を取ろうと思 つたことが、

3は懐か し<思い出される。

看 護 学校 は、資格試験 も

終わ り、 3月 2日に行 われ

る卒 業式 と祝賀会の準備 と

練習 に追われている。

何 十年ぶ りかで卒業 。lE書

を受 け取 る。親 と して参 列

す る卒業式 は何 度 も経験 し

たが 、 自分 の は、おそ ら <
人生最後だ ろう。

思 えば高校 も大学も、 当

事者である自分の卒業式は、

人生で何 度 目とか、これ で

最後、な どと考 え るこ とな

<通過 して きたような気が

す る 。 こ の 年 齢 だ か ら、

「ああ、 これ が人生最後 の

卒業式だ 。」な どと感 じる

のだ 。

学校 は卒 業す るが、免許

を得て、 准看護 師と して 仕

事 をす るこれ か らの毎 日が

新たな学び とな る。

そ して、看 護 学校 に通 つ

たこ とで繋 が った、新 たな

縁 も最大 限に活用 し、 障害

者福祉 と医療 とを繋 ぐ役割

を持つ人間と して働きたい 。

3回全 国研 修で、信州 大

学医学部 の亀丼先生 は、 自

らを 「繋ぎ 手 」と話 され て

いた 。私 も、あれこれ 自分

で順 張 るだ けで な <、 地域

の 多彩 な人材 を繋ぎ 、仲 間

に巻 き込 み、連 携の形 を地

域で 構築 して い <ような、

人 と人 とを繋 ぐ役割 を担 っ

こい きたい。

夢 は実現 しな けれ ば意 味

がな いか も しれない 。 けれ

ど、大きな声で夢を語れば、

必ず 実現で きる。

これ まで 同様、声 高 に夢

を語 り、物 事 を一つず つ 前

に進 めて 、実現 させて い き

たい 。

まず は 3月 2日。 コケず

に登壇 し、人 生最後の卒 業

証書を無事に受け取 りたい 。

第10回全国児童発達支援協議会施設管理者等研修会に参加して

今 回は、記念 すべき第¬○回目の全 国施設管理者等研修 会 が、いつ もの横 浜から場所 を移
して千代 田 区にあるイイノホ ーノしカンフアレンスセンターでイ予われました。

東京 の都心には ほとんど縁 がないため、会場までは 1時間も迷ってたどり着きましたが、淑

徳大 学の教授である柏女 (かしわめ )先生の記念請演では、障害のあるなしに関わらず 、子ど

もたちの発達に関わる施策は「子ども。子育て」に関する施策 の中で実施してい<ことが望 ま

しいこと。その上 で、障害児に固有の支援 サ ービスも、障害福祉 サ ービスではな <、「子ども。

子育て」支援サ ービスの中で充実させてい<ことが重 要 だ と述べられました。

CDSジャノヽ ン (全国児童発達支援協議会 )の理念は、全て の子どもの発達を保 障するもの

であり、その中には障害のある子、貧 困や 、虐待 の中にある子ども、外国人 労働者で 日本語 に

困り感のある子どもなども含まれます。そして、この、貧困や虐待、外国籍などの子どもた
の支援が首都圏を中心に拡大し、課題も多<なつているとのことでした。

弘前 の放課後等デイサ ービスでは、ようや <障害特性 に含 わせた支援 の在り方の検討や 、

医療 的ケアの必要 な子どもたちの支援をどうするかというような状態 なのに、中央では、支

援 の必 要 なすべての子どもたちを受け入 れて、その子 なりの発達を促 す方 向に向いて いる

ことが衝 撃でした 。障害というの は、子どもたちが育つ た め の邪魔 になるもの、本人 の病気

や 身体機能の不具合 だ けでな <、 取 り巻<環境 も含めたものなのだ と痛感しました。

2日 目は直接支援 に関わる職員の養成と研修 についての分科会 に参加しました。障害 児の

支援に関わつたことのない人材を、どのように育ててい<のか、そのヒントを3人のパ ネリスト

から学び ました。そ れぞ れの方 の実践の説 明 はとても具体 的で、ぜ ひ 持 ち帰って参考 にし、

取り入れたいと思う点が 多数ありました。

慌 た だ しい 2日 Polで したが、全 国 多<の施設設置者 や 管 理者と名束」を交換 し、今後 も連携

して事業運営をしてい<ことを確認することができました。

や よあ かの職 員た ちもぜ ひ 全 国レベルの研修 に参加 して、自己研鑽 を積 む機会 を積 極 的

につ <ってあげなければと強<感じた研修会でした。


